
 

 

 

〈 新約聖書「 ルカ伝 ２３－３４」から  〉 

  新約聖書のこの部分はとても有名です。状況は、イエス・キリストが、死刑の宣告を受け、ゴルゴダの丘に引

っ張られて行って、火刑に処せられるところで、一連の聖書のストーリーの流れの中でも、（不謹慎だと批判される

でしょうが）、いわば聖書の「佳境(かきょう＝もっとも重要なところ)」ともいうべき箇所になります。イエス・キ

リストの様々な教えにもかかわらず、多くの人々が彼に刑を科すのですが、その際に彼は、自分に刑を科した人

たちを批判するのではなく、彼らを許そうとするのです。その理油は、彼／彼女たちの多くの人たちが、「無

知」であり。「真実を理解し知ろうともしない」ので仕方がないという理由からです。 
 今日の世界のいろいろな問題が解決しないのも、「多くの人たちが無知であり、本当のことを知ろうとする努力を

しないからである」と言えるでしょう。その意味でも、聖書のこの一節は、現代社会においてもとても重要な教え

になります。私はキリスト教徒ではありません。これまでの人生で、あまりにもひどい人生を送っている世界中の

多数の人々の歴史や現実を知って以来、「神ほど薄情（はくじょう＝冷たい心しかもっていないこと）なものはない」

という判断をもとに、更には自分のような大馬鹿者が人並みの恵まれた人生を送ってこられたという幸運に感謝し

て、「無神論者」を自認しています。しかし無神論者だからといっても、聖書のこの部分の教えは、志成館のホーム

ページの存在理由と同じです。「真実を知ろうという努力をしない限り、人々が幸せに暮らせる社会は実現しないし

平和や心の豊かさは生まれない」というものです。もちろん、２０００年前は「学問や科学がなかった時代」であ

り、ルカ伝の「学ぶこと」意味は、「宗教上の信仰心」としてとらえるべきです。しかし「学ぶという姿勢の大切さ」

を説くという意味では、ルカ伝も志成館の方針も全く同じことなのです。いつともなく凡人の私が考え行動してい

ることが、偉大なイエス・キリストさんとの共通部分があることに、喜びを感じています。 

 「学ぶ」ということがそれほど大切なことなのかを理解して、すべてにわたって前向きの生活をしましょう。「前

向きに生きていれば、幸運の神様は、何度でも君たちにチャンスを与えてくれる」というのが、無神論者で科学を

信じざるを得ないと考えている館長の座右の銘の一つです。 
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＜ 大坂なおみちゃん全米プロテニス大会での優勝おめでとうございます ＞ 

 日本国籍(アメリカ国籍も持っています)の大阪なおみさん（20 歳）が 2018 年の全米テニス大会で優勝しまし

た。日本人としては信じられないほどの快挙であり、これから大坂ナオミ・フィーバー(大坂さんに対する賛美と

喝采＝ほめたたえて敬意を表すこと)が日本中そして世界中で起こることと思います。長い間の女子テニス界の

女王、剛腕のウイリアムス姉妹を破っての優勝は、ある意味ではテニス界の革命ともいえるでしょう。今後日本

のテニス界も、彼女を目指した若者が次々に生まれると思います。 

 ただここの「幸せになるための思考方法」で取り上げた理由はほかのところにあります。優勝した彼女に対し

てのインタービューが当日テレビ番組であったのですが、その時のテレビに出ている大人たちの醜い質問が気に

なったからです。曰く「お金(実は今回の優勝賞金は 4 億円近くなのです)は何に使いますか？」「家族にどのよ

うに気持ちを伝えますか？」「今後はどのような目標を掲げますか？」「誰に感謝しますか？」などなど。 

 彼女はお金のために戦ったわけではありません。憧れであり強敵でもあるセリーナ・ウイリアムスに勝つこと

だけを目標に懸命の努力をしてとうとうその目標を達成したのです。また彼女は自分自身との厳しい戦いに勝利

したのであって、親兄弟やコーチの話を持ち出すべきではないと思います。純粋に勝利を求めた彼女のスポーツ・

ウーマンとしての戦いの内容についての質問にとどめるべきだったと思います。このことはこれから受験という

戦場で戦う君たちにも言えることです。君たちはまず自分との戦いに勝つことが最優先されるのです。薄汚い大

人たちによる純粋な少女に対する質問のひどさに辟易（へきえき）したのは私だけではないでしょう。 

 もう一つ、彼女は優勝できるまでの進歩の過程で貴重な考え方を手に入れています。それは自分の失敗によっ

てポイントを失ったり試合に負けたりしたときには、当然それが自分の非力さゆえにそうなったと考えるだけで

はなく、「自分がポイントを取られたり、試合に負けたりするのは、対戦相手が優れており、相手が懸命に努力し

ているために負けたのであるという、対戦相手への尊敬の気持ちを持つべきである」という考え方ができるよう

になったことです。負けたことで自分に対して怒りを表すしぐさは、対戦相手への尊敬の気持ちを持たないとて

もわがままで失礼な行為であると悟ったのです。素晴らしい少女です。 
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＜「多数決が採用されるから民主主義だと言えるわけではない」＞ 

・・・真の民主主義社会を願って 

 ある決定をするときに、一人の人物が自分の思い通りに決定し、みんなを従わせる仕組みを「独裁」と呼ぶ。

このような意思決定方法は、過去の時代の国家の運営や企業の運営方針や軍隊やスポーツの指導ではありえても

少なくとも「国民主権」を前提とする、民主主義社会での意思決定方法としては許されるものではない。 

 しかしだからと言って「多数決で決定すれば当然に民主主義的である」と言えるわけでもない。これは難しい

議論であり、私も大学を卒業するころまでは多数決＝民主主義であると考えていた。そんな時にたくさんの法律

指導書や学習方法の指導書を出しておられ、塾にもたくさんの本を置いている、伊藤真先生に出会った。先生曰

く「民主主義とは少数意見を大切にすることである」と。その時は「えっ？多数決こそ民主主義ではないの？」

と驚きました。しかし学ぶにつれて先生の言われたことが理解できるようになりました。「民主主義とは、みんな

で深く議論することにとって、少数意見を大切にすることであるということ。その結果少数意見が多数意見に変

わり、新しいよりよい考えや結果が生まれていくのであり、そのことによって社会は良くなる」ということに気

が付いたのです。「民主主義＝少数意見を大切にして新しい考えを見つけること」そのことによって「新

しい未来をつくること」という確信はそれ以来変わったことがありません。小中髙生には理解はとても難しいと

思います。ここでは映画の名作中の名作 1957年作の「12 人の怒れる男」やＷＯＷＷＯＷで現在放映中のアメリ

カ人気テレビドラマ「法廷を操る男ＢＵＬＬ」を見て学習してください。 
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＜「私たち若者の力で時代を変えましょう」 テーラー・スウィフトからのメッセージ ＞ 

 １０月初旬に、アメリカの人気ミュージシャンのテーラー・スウィフトが「自分は選挙権を持つ州の上院議員

の選挙で、共和党候補への投票はしないで、民主党候補に投票する」というメッセージをインスタグラムにアッ

プして、大きな問題になっています。というのも、彼女の音楽ジャンルは、カントリー・ミュージックという、

アメリカの白人が好んで聞く音楽であり、同時に共和党支持者が好んで聞く音楽だから、これまで彼女を支えて

きたファンを裏切るように見えるメッセージだからです。確かにテネシー州から立候補している共和党の女性の

上院議員候補は、ごく普通に公民で「日本国憲法」の勉強をした中学生から見ても、とんでもない差別主義者で、

テーラー・スウィフトが嫌うのもよくわかります。ただ彼女が、今後曲やコンサートのチケットの売り上げが減

ることや、銃の国アメリカ合衆国では、殺害される危険性があるにもかかわらず、このようなメッセージを世界

中に送ったことは、重大な意味があり、彼女の勇気をたたえるべきであると思います。 

 大人たちは口ではえらそうなことを言っていても、実際には何ら有効な行動をしようとしない。学校で多くの

中学生や高校生が銃による犯罪や事故に遭っているのに銃規制のようなことさえもできない。女性差別や性差別

についてなんとも思わない大人たちが多すぎる。前者については、選挙権を持たない高校生が、銃規制をしよう

としない候補者に、電話を通じて落選運動を繰り広げている。そのような世界の混乱の増加や、社会の動きに対

してテーラーは、「私たち若い世代がしっかりと勉強して、自分たちが望む世界をつくりましょう」
という気持ちを世界中に伝えたかったのだと思います。実際に彼女は自分で学んで、自分が納得する政党に投票

すればよいのであって、「どこどこの政党に票を入れなさい」とは言っていません。次の時代はあなた達の物なの

です。志成館の夏期講座のチラシに書いていたように、あなた達が中心となって、しっかりと学び、議論して、

行動する以外に、今の世の中を良くする方法はないのです。「大人たちに頼っていては良い時代は来ない」という

テーラー・スウィフトのメッセージをしっかりと受け止めてください。 
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＜ 食育とボブ・ディランの警告  「大地の恵みを食べましょう」 ＞ 

 最近の秋の夜長に、一昨年に「ノーベル文学賞」を受賞した、世界で最も有名なシンガー・ソングライター(＝

自分で作曲をしてその曲を歌う歌手)のボブ・ディランの４０年くらい前のコンサートのＤＶＤを見ていたら、

歌を歌いながら、次のようなメッセージを観客に送っていた。 

 ♫ 街で見かけた人がいる その人は 

 ♫ 片方には油が染（し）みた紙袋をもち もう一方の手には傘が入りそうな大きな紙コップを持っていた  

 ♫ フライドチキン チーズバーガー 甘いソーダ水 それがどんなにおいしいかは理解できる 

 ♫ ある日その人は 子供たちが外で遊びまわっている時に頭痛がして、夕食が作れなくなった 

 ♫ そこで家族をファミリー・レストランに連れて行って 明るいところで 子供たちと食事をとった 

 ♫ 何の問題もないだろう 

 ♫ だがその翌日疲れがたまっていたらどうだろうか また同じような食事をするだろう 

♫ そうするとまたその翌日も疲れ切っているだろう 

♫ そしてその翌日もしんどくてたまらない そのまた翌日もやる気が起きない 

♫♫♫ 遅かれ早かれ、その家族の全員が体調をこわすだろう 

♬ 大地の恵みの穀物を食べる代わりに  

♬ どこかの工場で、お金儲けのためにつくられた、人工的なものばかりを食べる 

♬ このことは神殿に唾を吐き、壁に悪魔を描くような「悪行」と同じことだ 

♬ いずれ神を呪（のろ）うように 自分を呪うときがやってくる 

若い世代の「癌」の発生率が異常に高くなっている。ディランのころの７倍と今日のテレビ番組は伝えていた。 

「これからが楽しい人生が待っている」という若い世代の人たちの死亡の記事を読むのは悲しい。 

現代の食べ物の多くは人間にとっては「毒」以外の何物でもない 

食物を「ビジネス」ではなく「人間の尊厳」の問題ととらえてほしい。 
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＜「巨大赤ちゃん病」にならないように ＞ 
 

東京や大阪そして世界の大きな観光都市では決まりきったように「中国人のマナーの悪さ」の話を聞かされま

す。新聞やテレビであなた達も何度もその凄まじさ（すさまじい＝とても激しいこと）はご存知だと思います。 

この中国人の子供じみた行いは、巨嬰症（きょえいしょう）と呼ばれる、ある種の精神病だとされています。

なぜ多くの中国人がそのようになったかの原因は、長年続いた「少子化政策」の悪影響だということだそうです。

（この NEWSWEEK の記事の詳細は後日 ASSETS で出します）。つまり「子供を一人しか産めないので、生まれた子

供を夫婦でかわいがりすぎ、甘えさせて育てるので、周りの人の迷惑や、社会全体のマナーなどが全く理解でき

ない、自分中心の、短気で、感情を抑えきれない、赤ちゃんのままの大人に育ってしまう」ということなのです。

更に困ったことに、「自分と同等か自分より弱い人間の前では威張るのに、自分より強い人間や権力者の前では

おとなしく反抗をしない」という情けない人間になってしまっているそうなのです。 

 今回、志成館の「幸せになるための思考方法」に「巨嬰症」を載せた理由は理解できますよね？ 親などから

厳しい躾（しつけ）やマナーの指導を受けていないか、またはすべてに反抗するような性格上の問題があるため

に、巨嬰症みたいに、中学生になっているのにまだ人間のレベルは小学校低学年の人たちが、学校のクラスの中

や部活の中そして志成館の中にもほんの数人いるからなのです。(泣)。 

 親から可愛がられるということはとても貴重ですばらしいことです。人は主に「親の愛」を通じて、人間とし

て最も大切な感情である「愛」を身に付けるのですから。しかし、もし自分が親から可愛がられすぎて「巨大な

赤ちゃん病」になっていると感じたら、直ちに治してくださいね。そうしないと推薦入試や、広く就職試験でな

どの面接試験では「巨大赤ちゃん病にかかっていること」はすぐに面接官に見破られ、大きな不利益を受けるこ

とになりますから。それ以上に、「わがままな人は、本当の意味での友人や恋人に出会える可能性が減ってしまい

ます」。ただ、「伝統的に志成館の生徒さんは行儀が良くてマナーを心がけている人が多いか」という「誇り」は

あります。他塾での講師の経験がある先生の共通した意見です。 
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＜「色々な雑誌や書籍そして映画や音楽のＤＶＤや楽器など備えた志成館」 

・・その原因となっているのは館長が小学校６年生の時に受けた「心の傷」なのです＞ 
  

立花小学校の６年生の「音楽」の時間に、ショパンの「子犬のワルツ」をみんなに聴かせた後で先生が「今の

曲を聴いて心に浮かぶ情景を描きなさい」という問題が出されました。私の描いた絵は「美しい女性がきれいな

場所でピアノを弾いている絵」でした。つまり私の絵は「ただ単にピアノを弾いているだけのイメージしか浮か

ばない知識や心の貧しさが現れた絵」であり、そのピアノ曲がどのような種類の曲なのか、力強いのか繊細なの

が、踊っているのか静かにしているのかさえも思い浮かばない、感受性に乏しい人間の絵なのでした。他方で隣

の友達は「犬が楽しくスケートをしている絵」を描いており、先生から褒められていました。 

この出来事は私の心に大きな傷を残しました。ピアノはもちろんの事、ＬＰ（＝今でいえばＣＤにあたります）

もないし、それ以上に書物も雑誌もなく、あるのは脱穀機や備中ぐわなどの農機具くらいでした(笑)。そして毎

日父母の農作業を手伝っていました。当時の私のような農業の家庭では、およそクラッシック音楽を学ぶチャン

スなど全くなく、書籍でいろいろな新しい知識をつけるチャンスもなかったのです。とてもみじめで悲しい気持

ちになったことを今でも忘れません。 

志成館にはありとあらゆる雑誌や書物、情報や資料、そしてＣＤや映画のＤＶＤやキーボードや楽器を備えて

おり、いつでも塾の生徒さんが使えるようにしてきました。館長のもつ４本のギターは何度も生徒さんに貸し出

してきました。志成館にある高度の専門書も漫画も学習参考書も貸し出し自由にしています。昔の館長が経験し

た「情報弱者としての惨（みじ）めな気持ちを味わってほしくない」と願っているからなのです。 

志成館にあれこれの小物がある本当の理由がわかりましたか？人間には学力以上に大切なものがたくさんあ

るから、そしてそのことを早くから理解してほしいから、あれこれ学習塾らしくないもの（笑）があるのです。 

いろいろなものに接してみて、 

心豊かな人間に成長してくださいね。 
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＜「社会保険制度の本質と悪質な保険会社の宣伝に踊らされる国民」＞ 

 テレビを見ていると「ハローチューリッヒ・・・事故もないし走行距離も低いので、保険料が低額になって当

然、だからわが社の保険に加入してください」というコマーシャルがいつも流れています。なるほどもっともな

話であり、納得してこの会社と自動車保険を契約されている人がたくさんいます。私の周りにもたくさんいます。 

しかし私はこの宣伝に対しては、むかっ腹が立ち、怒りで、どんなことがあってもこの保険会社と契約を結ぶ

気持ちにはなりません。その理由は、「保険という優れた社会制度を馬鹿にするような、わがままな会社の、こす

っからい宣伝にしか見えないから」なのです。 

そもそも自動車保険のような「社会保険」はどうして存在するのでしょうか？その歴史はどんなものだったの

でしょうか。そうなのです、日本国憲法の社会権に関する 25条の「生存権」が保証する内容として、少しでもお

金がある人は、その時にお金を出し合って、例え自分は事故を起こさなくても、交通事故の賠償金や病院代で苦

しんでいる人たちを助け合い、もし自分が事故に遭ったときには他の人々から助けてもらおうという「互助＝人

間同士の思いやりや助け合い」の精神から出来上がった、とても歴史の深い、優しい人間の心が作った仕組みな

のです。中学 3年生は「公民」の授業で学んでいるはずです。このような互助の精神（＝自分が損をする事こと

あったとしても、万が一の時には助けてもらうために、あえて損することを受け入れる気持ち）によって成り立

っているのが交通事故保険のような社会保険なのです。にもかかわらず、自分だけは損をしないかのような保険

会社と契約しなさいと宣伝をするというのは、恥も外聞もない、わがままで、計算高い人間の貧しい心に訴える

商売の方法だと思いませんか。 

確かに保険料は安いに越したことはありません。しかしこのような「宣伝の言葉」を聞きならされることによ

って、あなた達の心は汚染し、堕落して、社会の仕組みのすばらしさがわからない、お金の事だけを考える、貧

しいわがままな心を持った人間にいつの間にかなってしまっているのです。 

 館長のメッセージの意味だけでもがわかっていただけたら有り難いです。 

 ＮＯ. ７８  幸せになるための思考方法 

 

2018 年 秋 志 成 館 



 

 

＜「出入国管理法」の改正と、日本人への影響＞ 
・・・外国から日本への移民の人権保護と日本人労働者の低賃金化への不安 

 「入管法＝出入国管理及び難民認定法」が本日２０１８年１２月７日に改正されました。今の日本は労働者が

不足しており、多くの企業や商店そして農業や漁業の分野でも外国からの働き手の日本への移民を期待していま

す。あなた達も多くの外国人が身近で働いていることで、現実的には外国人の移民を認めざるを得ないというこ

とは理解できていると思います。経済理論的にも、人口が増えない限り、富は増えることがありませんので、決

して移民を否定的に考えるべきではないでしょう。しかし野党の人たちの多くが今度の法案に反対をしています。

とりあえず今回の「幸せになるための思考方法」では反対理由の２点の問題だけを指摘しておきます。 

その１）日本に来る人たちの働きやすさや生活の不安定さの問題＝移民の人たちの人権保障が十分でないこと。

その結果として、移民が必要な日本に、将来も働きに来てくれるかということ。移民が他国に移動中。 

その２）移民の人たちに対する低賃金や低劣な労働環境が今のまま放置されると、同じ仕事をする日本人の働

く労働者の賃金や労働環境もこれらの人たちと同じように低劣化するということ。   

 特にその２）の部分は重要です。あなた達向けに、わかりやすく説明します。日本人が今のような比較的豊か

な社会を維持するためには、労働力の確保及び税収の確保のために、移民ないし外国の労働者が必要なのです。

それなのにどうして「野党」の人たちは、法律の制定に反対するのでしょうか。それは日本語も十分話せないよ

うな移民の人たちは、知的でない、主に肉体労働者として、劣悪な環境で、安い賃金で働く以外に方法はありま

せん。それでも本国よりははるかに豊かな生活ができるのですから「やむを得ない」と考えて働くでしょう。企

業は大儲けになり、国の税収も増えます。しかしその結果として、もとから日本に住んでいるあなた達「日本人」

でも、知識や忍耐力がなく＝勉強をまじめにしない、頭脳労働が出来ない多くの日本人が、これらの移民の人た

ちと同じように「低賃金で働かされる」ようになるということです。要点は 

「今しっかり勉強をしておかないと、あなた達は移民の人たちよりも 

安い賃金で働かされることになる法律が出来た」ということです。 

 ＮＯ. ７９  幸せになるための思考方法 

 

2018 年 冬 志 成 館 



 

＜「館長のお酒」・・・まだお酒が飲めないあなた達への将来の話 ＞ 

2019 年の正月の今日１日だけ、毎日の忙しい日々の仕事を忘れて休みを取っています。そして自宅でお神酒

（おみき＝神にささげるお酒で主に日本酒）を楽しんでいます。あなた達は体と心が一応出来上がる２０歳にな

ってからでないとお酒は飲めませんので、それまで我慢してください。（笑）。 

お酒が飲めないあなた達にお酒の話をするのは不謹慎であり教育者としてふさわしくないことはわかってい

ます。ここではお酒の話と言うよりは世界の「文化」の話として、以下の文章を読んでみてください。 

館長はおうちでいろいろなお酒を飲みます。日本酒、焼酎、銀河高原ビール、アメリカを代表するバドワイザ

ー、ドイツビールのハイネケン、ビールの王様のベルギーのペールエール、メキシコのテカテなどのビール、イ

ギリスのスコッチやアイリッシュのウイスキー、アメリカのバーボンウイスキー、ロシアのウオツカ、韓国のマ

ッコリや中国の紹興酒、イタリアやフランスやドイツのワイン、カリフォルニアや日本の甲州ワインなど。 

このことで何かわかりませんか。そうなのです、世界中の人たちは、同じように陽気で、お酒が好きなのです。

つまりどこの国や地域の人も昔からお酒をたしなんでいたのです。おめでたい喜びのため、人生を謳歌するため、

そして時には悲しみを慰め、絶望を忘れるために。・・・しかし 

世界中にお酒があるということが、あなたたちに、「世界中の人間が同じような生

き物である」ということを私たちに教えてくれていると思いませんか。 
そうなのです、人間はみな同じ生き物なのです。お酒を通じて理解できるはずです。館長の森はお酒を飲みま

すし、好きです。そして各国や地域のお酒を意識的に飲むことで、自分の中の「偏見」を取り除くようにしてい

るのです。多くの人からはバカの間抜けだとの批判は受けるでしょうが。（笑）。それでもお酒が好きな館長はこ

れまで一度も酔いつぶれたことがありません。意識がもうろうとなって、自分が何をしているかがわからなくな

るような無責任な状態になりたくないからです。もちろんそのことで、館長が全く魅力のないつまらない人間で

あると友達に批判されていることも受け入れています（笑）。 

 ＮＯ. ８０ 
幸せになるための思考方法 

 

2019 年 初春 志 成 館 
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